
2017年２月５日個人、団体からの来信
「新潟朝祷会通信」第16号／教団紙「世の光」第797号／
宣教区より、2017年送別会の案内 ／2017年２月５日 第一礼拝(8:00～) 聖餐礼拝(午前10:30～) 夕拝(休会) ［3月21日（火）午前11時半より新潟福音教会にて］

［2月6日を2月27日（月）に変更］ライフラインラリー準備連絡会日程変更のお知らせ

先 週 の 集 会 出 席 者 数

幼児男子－ 小学男子－ 中学男子－ 高校男子－ 男児－ 成人男性－
１/29(日) 教会学校

幼児女子２ 小学女子１ 成人女性２中学女子－ 高校女子－ 女児３
第一礼拝 男２ 女３ 計５ ※月に一回、実用書道教室を開催５/29(日) １/23(月)
第二礼拝 男11 女15 計26 １/30(月) 月曜家庭集会 男３ 女２
（子ども） 男児１ 女児４ ２/１(水) 水 曜 祈 祷 会 男３ 女４

２/２(木) しゃべり場タビタ 女５ 男児１ 女児１※夕拝はしばらく休会としています

２/３(金) 金 曜 祈 祷 会 男－ 女３

諸 集 会 の ご 案 内

１/23(月)午前9:30 書の指導：藤田美保姉※月に一回、実用書道教室を開催。
午後8:00 司 会：横堀 正美兄２/６(月) 月 曜 家 庭 集 会 （休会）

２/８(水)午後7:30 阿 賀 野 祈 祷会 教会堂 司 会：横堀 信子姉
２/10(金)午後1:30 しゃべり場タビタ 小山 千春姉宅 問合先：小山 千春姉
２/10(金)夜 金 曜 祈 祷 会 教会堂
２/12(日）降誕節第８週

：担当役員第一礼拝 司 会 演奏機：片山 勝三兄
：近 伸之牧師

聖餐準備
配 餐：片山 勝三兄午前8：00 説 教 献 金：沼田佐代子姉

担 当：近 伸之牧師教会学校 午前9：00
司 会：横堀 正美兄 音響・録音：片山 健司兄 ：森田 澄子姉第二礼拝 感謝祈祷
集 会：小林 洋子姉 映像・録画：近 伸之牧師午前10：30

小山 千春姉 掃 除：片山 初子姉
映 像：近 伸之牧師

感謝：301礼拝について （前奏：41） 開会：２
第一礼拝 司会･説教：近 伸之牧師 音響･配餐：片山 勝三兄 献金：沼田佐代子姉 聖書： 列王記 第一』18章『
司 会：近 伸之牧師 音響・録音：片山 浩司兄 Ｃ Ｓ 担 当：片山 初子姉 （献金：58） 頌栄：61 派遣：54 （後奏：59－７）

カナン担当：笹川 清子姉 CS教師会 礼拝後集 会：横堀 信子姉 奏 楽：横山 洋平兄 午後の予定
映 像： 定例役員会 午後2:00～小林 洋子姉 映像・録画：近 伸之牧師 掃 除：横堀 信子姉

※諸般の事情により、夕拝はしばらくの間休会とします配 餐：片山 勝三兄 宣教区集会

報 告

１．礼拝の感謝

聖餐礼拝の恵みを感謝します。キリストの贖いを心に刻みつけ新たな一ヶ月を歩みましょう。

２．体調を崩している方々のため

風邪などで体調を崩している方、不調が長引いている方がおられます。ひとり一人の健康が守られま

すように。また、同盟・桜ヶ丘キリスト教会の片山進悟先生が肝門部領域における胆管がんを患ってお

られる旨、祈りの要請が届きました。ご本人、ご家族、そして教会の方々のために祈りましょう。

３．先週の来会者

1月29日（日）第二礼拝に、敬和高2年生の坂井弘志くんが出席されました。

説 教 メ モ

知恵を求めたソロモンに、神は富と誉れも付加して与えた。「まず神の国を求めるとき・・・」（マタ6:33）。１)

彼の謙遜さが問われたのは、むしろこの後。しかし彼は知恵を悪用し、婚姻外交で偶像礼拝に陥った。２)

ソロモンは、正しい知恵で民はさばいても自分には向けなかった。光の子どもたちよ、光の中に留まれ。３)

先週の暗唱聖句

「私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです」（『ピリピ人への手紙』４章１３節）

今週の暗唱聖句

「主を恐れることは知恵の初め、聖なる方を知ることは悟りである」（『箴言』９章１０節）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥前 奏 （主よ、人の望みの喜びよ） 奏 楽 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖餐の招詞 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥※賛 美 新聖歌４６「 」 一 同わが主よ 今ここにて

‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖 書 交 読 交読文５３「ルカの福音書第22章」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥祈 祷 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥分 餐 （新聖歌５３） 一 同

‥‥‥‥‥‥感謝の賛美 新聖歌３０１「わが行く道 いついかに」 一 同

‥‥‥‥聖 書 朗 読 『列王記 第一』３章１－１５節（旧約581頁） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥説 教 近 伸之牧師「ソロモン王の光と闇」

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※応答の賛美 新聖歌４２０「雨を降り注ぎ」 一 同
ふ そそ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感謝の献金 （新聖歌５５） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 笹川 清子姉

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌栄の賛美 新聖歌６０「天地こぞりて」 一 同
あめつち

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※派遣の賛美 新聖歌５４「主の祈り」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝福の祈り 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（新聖歌５９－８）※後 奏

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立ください）

降誕節第７週 聖餐礼拝



2017年２月５日個人、団体からの来信
「新潟朝祷会通信」第16号／教団紙「世の光」第797号／
宣教区より、2017年送別会の案内 ／2017年２月５日 第一礼拝(8:00～) 聖餐礼拝(午前10:30～) 夕拝(休会) ［3月21日（火）午前11時半より新潟福音教会にて］

［2月6日を2月27日（月）に変更］ライフラインラリー準備連絡会日程変更のお知らせ

先 週 の 集 会 出 席 者 数

幼児男子－ 小学男子－ 中学男子－ 高校男子－ 男児－ 成人男性－
１/29(日) 教会学校

幼児女子２ 小学女子１ 成人女性２中学女子－ 高校女子－ 女児３
第一礼拝 男２ 女３ 計５ ※月に一回、実用書道教室を開催５/29(日) １/23(月)
第二礼拝 男11 女15 計26 １/30(月) 月曜家庭集会 男３ 女２
（子ども） 男児１ 女児４ ２/１(水) 水 曜 祈 祷 会 男３ 女４

２/２(木) しゃべり場タビタ 女５ 男児１ 女児１※夕拝はしばらく休会としています

２/３(金) 金 曜 祈 祷 会 男－ 女３

諸 集 会 の ご 案 内

１/23(月)午前9:30 書の指導：藤田美保姉※月に一回、実用書道教室を開催。
午後8:00 司 会：横堀 正美兄２/６(月) 月 曜 家 庭 集 会 （休会）

２/８(水)午後7:30 阿 賀 野 祈 祷会 教会堂 司 会：横堀 信子姉
２/10(金)午後1:30 しゃべり場タビタ 小山 千春姉宅 問合先：小山 千春姉
２/10(金)夜 金 曜 祈 祷 会 教会堂
２/12(日）降誕節第８週

：担当役員第一礼拝 司 会 演奏機：片山 勝三兄
：近 伸之牧師

聖餐準備
配 餐：片山 勝三兄午前8：00 説 教 献 金：沼田佐代子姉

担 当：近 伸之牧師教会学校 午前9：00
司 会：横堀 正美兄 音響・録音：片山 健司兄 ：森田 澄子姉第二礼拝 感謝祈祷
集 会：小林 洋子姉 映像・録画：近 伸之牧師午前10：30

小山 千春姉 掃 除：片山 初子姉
映 像：近 伸之牧師

感謝：301礼拝について （前奏：41） 開会：２
第一礼拝 司会･説教：近 伸之牧師 音響･配餐：片山 勝三兄 献金：沼田佐代子姉 聖書： 列王記 第一』18章『
司 会：近 伸之牧師 音響・録音：片山 浩司兄 Ｃ Ｓ 担 当：片山 初子姉 （献金：58） 頌栄：61 派遣：54 （後奏：59－７）

カナン担当：笹川 清子姉 CS教師会 礼拝後集 会：横堀 信子姉 奏 楽：横山 洋平兄 午後の予定
映 像： 定例役員会 午後2:00～小林 洋子姉 映像・録画：近 伸之牧師 掃 除：横堀 信子姉

※諸般の事情により、夕拝はしばらくの間休会とします配 餐：片山 勝三兄 宣教区集会

報 告

１．礼拝の感謝

聖餐礼拝の恵みを感謝します。キリストの贖いを心に刻みつけ新たな一ヶ月を歩みましょう。

２．体調を崩している方々のため

風邪などで体調を崩している方、不調が長引いている方がおられます。ひとり一人の健康が守られま

すように。また、同盟・桜ヶ丘キリスト教会の片山進悟先生が肝門部領域における胆管がんを患ってお

られる旨、祈りの要請が届きました。ご本人、ご家族、そして教会の方々のために祈りましょう。

３．先週の来会者

1月29日（日）第二礼拝に、敬和高2年生の坂井弘志くんが出席されました。

説 教 メ モ

知恵を求めたソロモンに、神は富と誉れも付加して与えた。「まず神の国を求めるとき・・・」（マタ6:33）。１)

彼の謙遜さが問われたのは、むしろこの後。しかし彼は知恵を悪用し、婚姻外交で偶像礼拝に陥った。２)

ソロモンは、正しい知恵で民はさばいても自分には向けなかった。光の子どもたちよ、光の中に留まれ。３)

先週の暗唱聖句

「私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです」（『ピリピ人への手紙』４章１３節）

今週の暗唱聖句

「主を恐れることは知恵の初め、聖なる方を知ることは悟りである」（『箴言』９章１０節）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥前 奏 （主よ、人の望みの喜びよ） 奏 楽 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖餐の招詞 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥※賛 美 新聖歌４６「 」 一 同わが主よ 今ここにて

‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖 書 交 読 交読文５３「ルカの福音書第22章」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥祈 祷 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥分 餐 （新聖歌５３） 一 同

‥‥‥‥‥‥感謝の賛美 新聖歌３０１「わが行く道 いついかに」 一 同

‥‥‥‥聖 書 朗 読 『列王記 第一』３章１－１５節（旧約581頁） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥説 教 近 伸之牧師「ソロモン王の光と闇」

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※応答の賛美 新聖歌４２０「雨を降り注ぎ」 一 同
ふ そそ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感謝の献金 （新聖歌５５） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 笹川 清子姉

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌栄の賛美 新聖歌６０「天地こぞりて」 一 同
あめつち

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※派遣の賛美 新聖歌５４「主の祈り」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝福の祈り 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（新聖歌５９－８）※後 奏

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立ください）

降誕節第７週 聖餐礼拝



ビデオ制作のために、イスラエルの各地を制

作スタッフと巡ったことがあります。エルサレムを

出てオリブ山を越え、ユダの荒野にさしかかった

時でした。はるかかなたに小さなテントが見えま

した。放浪の民、砂漠の遊牧民と言われたベドウ

ィンのテントでした。彼らの生活は4000年前の

アブラハムの時代と少しも変わらないとも言わ

れています。

ところで、車の少し前方を見ると、若い女性が

ニコッと笑って立っています。私たちが、あのテン

トはあなたのテントかと尋ねると、そうだと言うの

です。カメラで撮影していいかと言うと、いいとい

う返事です。

彼女は親しげに話しかけてきました。「あのテ

ントには今６ヶ月になる子どもがいる。とてもかわ

いい。主人の父と母が子守りをしている。主人は

向こうの山のほうで羊の世話をしている。自分

は、死海のほとりに住んでいたが、結婚してユダ

の荒野に来た」と。

私たちは、それっとばかりにテントを目指して

走りました。いつなんどき気が変わって、撮るなと

言われるかもしれないということもあって急いだ

のでした。

カメラマンはカメラを回しました。なるほど、そ

こには真っ黒に日焼けして深いしわの顔に笑顔

をたたえた老夫婦が、幸せそうに６ヶ月になる孫

を抱っこしていました。

（『ライフ・ライン』メッセージ集より）「アイ･アム･ハッピー」 榊原 寛

カメラマンはテントの中に入りました。私はその

時、あっと声が出そうになりました。テントの中は、

みごとにと言ってもいいくらい何にもないのです。

あるのは羊とヤギのフンだけでした。カメラマン

は必死で撮影していますから、何をフンづけても

カメラをまわすのに夢中でした。

別れ際に、わずかばかりのお礼を渡しながら

尋ねました。「アー・ユー・ハッピー？」すると、「イ

エス、アイ・アム・ハッピー！」と、なんともいえない

いい笑顔で返事が返ってきました。

この時、私は少なからずショックを受けました。

テントの外といわず中といわず、フンだらけです。

家財道具らしきものも何一つありませんでした。

しかもそのテントは穴ぼこだらけなのです。それ

でも「アイ・アム・ハッピー！」だというのです。

彼らは「あすのことはあすが心配します」（マタ

イの福音書6：34）の聖書の言葉そのままに生き

ているのです。

この広大な荒野に立つとき、人間はなんと小

さく、その力はなんと微力であるかと感じます。天

地万物の創造者の手にすっかり委ねてハッピー

だと言っている若いお母さんが大きく見えまし

た。幸せということは、満ち足りている状態を意味

します。

私たちもこのハッピーな心と生活を、真の神

のもとで得たいと思うのです。

こまやかに咲きことごとく樹氷林
（大橋敦子）

毎週土曜日 朝５：３０～６：００ ＢＳＮテレビにて放送中です。

025（272）3592☆24時間テレホン『でんわ世の光』

2/１１，１８（土） クリスティアン・マルティーヌさん、三谷梨央さん「東京でバレエ留学」
「オーストリア・バレエ・スクール」設立者のクリスティアン・マルティーヌさ
んと三谷梨央さん夫妻は、ウィーンでバレエを学び、欧米の様々な国で
ダンサーや芸術監督として活躍してきました。現在、「東京でバレエ留
学」というスローガンを打ち出し、多くのプロダンサーを送り出しているお
二人ですが、その背後には、それぞれがバレエダンサーとして経験して
きた困難や、それらを乗り越えた経験があります。バレエ団やスクールの
様子とともに、お二人のインタビューをお届けします。

私たち は、B E G i Nroadcast for xpanding ospel nto iigata 豊栄キリスト教会
『 』の協力教会です。BEGiN。ここから始まる、あなたの伝道。 ライフ・ライン

週 報Weekly Bulletin
2017年２月５日 Vol.46/No.６

(通巻2301号)

〒950-3322 新潟県新潟市北区嘉山3-11-15

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

（牧師 近 伸之）豊栄キリスト教会
とよ さか ちか のぶ ゆき

TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155

http://www.toyosakakyokai.netホームページ：

info@toyosakakyokai.net電子メール：

http://toyosakakyokai.seesaa.netブログ：

「信仰の家族に善きことを」2016年度教会目標

年間目標 それぞれに違った賜物が与えられていることを信じ、自ら進んでささげていくひとり一人へ
「機会のあるあいだに、すべての人に対して、特に信仰の家族の人たちに善を行いましょう」（ガラ6:10）

中期目標 ５つの地域群（早通・豊栄・新発田・阿賀野・新潟）から、各地域へ福音を伝えていこう
「アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた」（使徒１９：１０）

長期目標 県下20市の中で唯一教会のない阿賀野市に向けて、宣教区レベル開拓への斥候として
「御名がまだ語られていない所に福音を宣べ伝えることを切に求めた」（ロマ１５：２０）



ビデオ制作のために、イスラエルの各地を制

作スタッフと巡ったことがあります。エルサレムを

出てオリブ山を越え、ユダの荒野にさしかかった

時でした。はるかかなたに小さなテントが見えま

した。放浪の民、砂漠の遊牧民と言われたベドウ

ィンのテントでした。彼らの生活は4000年前の

アブラハムの時代と少しも変わらないとも言わ

れています。

ところで、車の少し前方を見ると、若い女性が

ニコッと笑って立っています。私たちが、あのテン

トはあなたのテントかと尋ねると、そうだと言うの

です。カメラで撮影していいかと言うと、いいとい

う返事です。

彼女は親しげに話しかけてきました。「あのテ

ントには今６ヶ月になる子どもがいる。とてもかわ

いい。主人の父と母が子守りをしている。主人は

向こうの山のほうで羊の世話をしている。自分

は、死海のほとりに住んでいたが、結婚してユダ

の荒野に来た」と。

私たちは、それっとばかりにテントを目指して

走りました。いつなんどき気が変わって、撮るなと

言われるかもしれないということもあって急いだ

のでした。

カメラマンはカメラを回しました。なるほど、そ

こには真っ黒に日焼けして深いしわの顔に笑顔

をたたえた老夫婦が、幸せそうに６ヶ月になる孫

を抱っこしていました。

（『ライフ・ライン』メッセージ集より）「アイ･アム･ハッピー」 榊原 寛

カメラマンはテントの中に入りました。私はその

時、あっと声が出そうになりました。テントの中は、

みごとにと言ってもいいくらい何にもないのです。

あるのは羊とヤギのフンだけでした。カメラマン

は必死で撮影していますから、何をフンづけても

カメラをまわすのに夢中でした。

別れ際に、わずかばかりのお礼を渡しながら

尋ねました。「アー・ユー・ハッピー？」すると、「イ

エス、アイ・アム・ハッピー！」と、なんともいえない

いい笑顔で返事が返ってきました。

この時、私は少なからずショックを受けました。

テントの外といわず中といわず、フンだらけです。

家財道具らしきものも何一つありませんでした。

しかもそのテントは穴ぼこだらけなのです。それ

でも「アイ・アム・ハッピー！」だというのです。

彼らは「あすのことはあすが心配します」（マタ

イの福音書6：34）の聖書の言葉そのままに生き

ているのです。

この広大な荒野に立つとき、人間はなんと小

さく、その力はなんと微力であるかと感じます。天

地万物の創造者の手にすっかり委ねてハッピー

だと言っている若いお母さんが大きく見えまし

た。幸せということは、満ち足りている状態を意味

します。

私たちもこのハッピーな心と生活を、真の神

のもとで得たいと思うのです。

こまやかに咲きことごとく樹氷林
（大橋敦子）

毎週土曜日 朝５：３０～６：００ ＢＳＮテレビにて放送中です。

025（272）3592☆24時間テレホン『でんわ世の光』

2/１１，１８（土） クリスティアン・マルティーヌさん、三谷梨央さん「東京でバレエ留学」
「オーストリア・バレエ・スクール」設立者のクリスティアン・マルティーヌさ
んと三谷梨央さん夫妻は、ウィーンでバレエを学び、欧米の様々な国で
ダンサーや芸術監督として活躍してきました。現在、「東京でバレエ留
学」というスローガンを打ち出し、多くのプロダンサーを送り出しているお
二人ですが、その背後には、それぞれがバレエダンサーとして経験して
きた困難や、それらを乗り越えた経験があります。バレエ団やスクールの
様子とともに、お二人のインタビューをお届けします。

私たち は、B E G i Nroadcast for xpanding ospel nto iigata 豊栄キリスト教会
『 』の協力教会です。BEGiN。ここから始まる、あなたの伝道。 ライフ・ライン
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「信仰の家族に善きことを」2016年度教会目標

年間目標 それぞれに違った賜物が与えられていることを信じ、自ら進んでささげていくひとり一人へ
「機会のあるあいだに、すべての人に対して、特に信仰の家族の人たちに善を行いましょう」（ガラ6:10）

中期目標 ５つの地域群（早通・豊栄・新発田・阿賀野・新潟）から、各地域へ福音を伝えていこう
「アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた」（使徒１９：１０）

長期目標 県下20市の中で唯一教会のない阿賀野市に向けて、宣教区レベル開拓への斥候として
「御名がまだ語られていない所に福音を宣べ伝えることを切に求めた」（ロマ１５：２０）


